
 
174 生徒の自己肯定感・有用感を高める「総合的な学習の時間」の指導と評価の在り方 

生徒のグループとしての学習成果に着目するのではなく生徒一人一人の
学びや成長の様子を捉えることが大切である。 
その際、大切なことは教師の生徒に対する温かいまなざしである。生徒一人
一人の成長を温かく見守り、努力したことを認め、共感的な理解を示すこと
が大切である。 
そして、評価については、測る、比べる評価ではなく、励ます評価、育てる
評価でありたい。 

 

おわりに 
生徒は生徒自身だけでは自分がどんな人間なのか、ということがわからない。

ましてや自分のよさは中々自分では気が付かない。私は中学校教育を長年行っ
てきて痛感するところである。そこで、総合的な学習の時間を通して生徒一人
一人の良さに気づかせ、自己肯定感・有用感を高められないものかと考えたが、
総合的な学習の時間に限らず、すべての教育活動はその生徒指導にあたる教師
の教育観、指導観が根本にあると考えられる。 
我々教育者は、生徒の生き方に大きく影響を与える大事な使命をもっている

ことを忘れてはならないと思う。 
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